
marble+
[マーブル プラス]

データベース連携向け

marble+ はデータベースやクラウドシステムなど、業務管理システムとの連携向けのサービスです

デフォルト設定：Open Street Map (MapBox) ※背景地図は変更可能ベース地図

提供形式 WebAPI形式

基本機能
既存システム内の位置情報と情報を地図上に表示、
表示アイコンの設定、背景地図の切り替え、面表示とPIN表示の切り替え
既存システムへの引数設定、PINクリック時の吹き出し内の表示カスタマイズ

オプション機能 オープンデータの重ね合わせ、ナビゲーション機能

今までは・・・ marble+なら・・・

PINの多過ぎて大事な情報が分からない
これでは情報を重ねると視覚性が損なわれ
地図上で表示する意味がありません PIN表示を面表示に切り替える事でこんなにもスッキリします！

地図サービスを扱うにはJavaScriptや
GISの知識が必要でハードルが高い...

GISの専門知識がなくても、管理画面で設定可能なので安心。
プログラムが書けなくてもOKなやさしい環境を提供しつつ、
Developerも満足の柔軟性・拡張性はキープしています。

管理システムとセットになった地図サービス
だとシステム自体を入れ替えしなければ
なりません。もっとシンプルで良いのに...

自分たちが使いなれたシステムと簡単に連携できることで
今までのシステム=財産を活かす事ができます。餅は餅屋、
システムはシステムに特化する方が使い勝手が良いはずです。

身近なGoogle Mapを使ってたけど、
商用利用はライセンス違反？！

地図のライセンスはとにかく複雑です。Google Mapの商用利用
は有料です。印刷もできません。marbleはオープンデータを
活用しているので費用も抑えられ、印刷もOKです。

marble tour
[マーブル ツアー]

観光・ナビ向け

marble tour は動いている者同士間のナビゲーション機能を備えた観光ガイド向けサービスです

デフォルト設定：Open Street Map (MapBox) ※背景地図は変更可能ベース地図

提供形式 WebAPI形式

基本機能
目的地へのナビゲーション機能（marbleを使ったブロックによるナビ※特許出願中）、
動いている者同士間のナビゲーション機能（出会えるナビ）、
コミュニケーション機能（チャット）、背景地図の切り替え

オプション機能 管理者機能（目的地への誘導、位置情報共有、ジオフェンス機能など）

今までは・・・ marble+なら・・・

目印がない場所や訪日外国人など文字が
読めない場合、どこで曲がれば良いのか
分からないし、好きな道を歩けない。

目的地へのナビをずっと続けてくれるので、自分の歩きたい道を
自由に歩いてもOK！災害時も自己判断で道を選べます
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迷子になった子どもは同じ場所で待っては
くれません。

動いている者同士をブロックで繋ぐので、ブロックを消すように
歩けば必ず出会えます。２人でも複数人でもOK！
待ち合わせ場所を決めなくても、目印がなくても出会えます

ブロック型地図エンジン

　現在、一般的に提供されている区画情報の最小単位は「行政区画の境界線及び代表点」、
もしくは「市町村の町の境界線及び代表点」、「街区の境界線及び代表点」ですが、marbleでは
道路情報から抽出した独自の区画情報を提供します。

　marbleは区画情報単独のレイヤーとして提供しますので、一般的な地図サービスや地理院地図、
オープンストリートマップ、手持ちの独自地図など、あらゆる地図に重ねることが可能です。

小さな区画 の
大きな可能性
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marble

地図表現の新しい思想、marbleを利用すると新しい表現・サービスが可能に！
▶ データベース向けサービス「marble+」　　▶ 観光・ナビ向けサービス「marble tour」
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